




















Development of fluorescence-activated biomolecule sorter 


















































シスもなく可逆的である。水の極大吸収波長付近である 1,480 nm の赤外レーザ
ーをこのハイドロゲルに集光することにより局所的な温度上昇を起こし、数十 µm
の局所領域のみをゲル化することに成功した。プロトタイプ装置ではガラス基板







り蛍光粒子の分離を実現した。実際に、直径 1 µm 以下の蛍光マイクロビーズを
検出・分離することによりシステムの評価を行った。ビーズの速さを測定するこ
とによりゾル・ゲル転移に伴う流れの切り替え時間を計測した結果 3～ 4 ms だっ
た。また、検出・分離の１サイクルにかかる時間は 100～ 150 ms だった。次に、
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蛍光タンパク質である Green Fluorescent Protein(GFP)または DsRed を強制発
現させた大腸菌の混合溶液から GFP を発現している大腸菌を分離することに成
功した。さらに、哺乳類細胞のような数十 µｍのサイズの細胞を流すことのでき













め、 T 字型流路を作製した。このマイクロ流路を用いて直径 1 µm 以下の蛍光ビ
ーズを検出してから 33 ms 以内に分離することに成功した。さらに、試料溶液と
キャリア溶液をほぼ同量流して層流を形成し、分離作業の前後で不要な細胞が回
収路に混入しないようにシステムを改良した。これにより、GFP を発現している
大腸菌の分離前後での含有率を 0.13 から 0.75 に高めることができた。このシス
テムは、従来よりも光学的に安定しているため、任意の数の細胞を分離する間中、




dimethyl  s i loxane（ PDMS）チップを用いた。しかし、この素材は連続的な加熱
に弱いという欠点があるため、シースフローによって試料溶液を加熱しない場合
は廃棄し、検出した試料を瞬間的な加熱によって回収側の流路に分離する手法を
確立した。直径 1 µm 以下の蛍光ビーズを試料として分離を行ったところ、検出


















シグナルを明瞭に検出することができた。直径 1 µm の蛍光ビーズを使用して検
出位置と分離のための加熱時間の最適化を行った。流量 50 nL/min において検出
位置を分岐上流 40 µm、加熱時間を 4 ms に設定することにより、検出した蛍光
ビーズの 94%以上を分離・回収することに成功した。量子ドットにおいても同様
の分離が可能だった。さらに、生体分子の構成成分を解析する際に、メビオール
ゲルがどのように影響するかを、 PCR や電気泳動を行い評価した。  
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